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「AI等の活用を推進する
研究データエコシステム構築事業」

概要紹介

事業サイト：
https://www.nii.ac.jp/creded/
nii_ac_jp_creded.html
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AI 等の活用を推進する
研究データエコシステム構築事業（2022～2026年度）

●全国的研究データ基盤の構築・高度化・実装とデータの利活用
• ユーザーニーズを踏まえながら、研究データの管理・蓄積・利活用・流

通といった点で適切かつ実用的な機能を確保した全国的な研究データ基
盤を整備し、AI活用・データ駆動型研究を推進

• 構築が進む各機関・各分野のリポジトリやデータプラットフォームとの
連携・接続

●研究データ基盤の活用に係る環境の整備
• 効率的なAI活用のための、機械可読データの統一化や標準化等を含めた

ルール・ガイドライン整備、データマネジメント人材育成支援等、ユー
ザー視点に立って研究データ基盤を最大限に活用するための環境整備

• 我が国の研究力の飛躍的発展を図るため、各分野・機関の研究データをつなぐ全国的な研究データ基
盤の構築・高度化・実装等と、AI解析等の研究データ基盤の活用に資する環境の整備を行う、研究
DXの中核機関群を組成し、その活動成果を統合した“研究データエコシステム”を構築する
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https://www.mext.go.jp/content/20240827-ope_dev02-000037780_10.pdf



6

https://www.mext.go.jp/content/20250826-ope_dev02-000044427_8.pdf
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なぜ今
”研究データエコシステム”
がCIOのアジェンダなのか
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オープンサイエンス時代の
研究データ基盤構築に向けた国内の政策的経緯

• 2015年3月：内閣府「国際的動向を踏まえたオープンサイエンスに
関する検討会」報告書

• 2016年1月：政府「第5期科学技術基本計画」

• 2016年2月：文部科学省 科学技術・学術審議会 学術分科会 学術情
報委員会 「学術情報のオープン化の推進について」

• 2016年5月：G7茨城・つくば科学技術大臣会合 つくばコミュニケ
（共同声明）

• 2016年5月：政府「科学技術イノベーション総合戦略2016」

• 2016年7月：日本学術会議「オープンイノベーションに資するオー
プンサイエンスのあり方に関する提言」(提言)

• 2017年6月：政府「科学技術イノベーション総合戦略2017」

• 2018年6月：政府「統合イノベーション戦略」

• 2019年6月：政府「統合イノベーション戦略2019」

• 2020年6月：日本学術会議「オープンサイエンスの深化と推進に向
けて」 (提言)

• 2020年7月：政府「統合イノベーション戦略2020」

• 2021年3月：政府「第6期科学技術・イノベーション基本計画」

• 2021年4月：政府「公的資金による研究データ管理・利活用に関す
る基本的な考え方について」

• 2021年6月：政府「統合イノベーション戦略2021」

• 2022年6月：政府「統合イノベーション戦略2022」

• 2023年5月：G7科学技術大臣会合

• 2023年6月：政府「統合イノベーション戦略2023」

• 2024年6月：政府「統合イノベーション戦略2024」

統合イノベーション戦略2023 （2023年6月）

「公的資金による研究データの管理・利活用に関する基本的な
考え方」（令和3年4月27日統合イノベーション戦略推進会議決
定）において、公的資金による研究データに関する概要情報
（メタデータ）を中核的な基盤である研究データ基盤システム
（NII Research Data Cloud）上で検索可能とし、オープン・
アンド・クローズ戦略に基づく研究データの管理・利活用を推
進するビジョンを示した。ここでは、公募型の研究資金の全て
の新規公募分についてメタデータ付与を行う仕組みを2023年度
までに導入するとともに、大学等の研究開発を行う機関におい
てデータポリシーの策定と機関リポジトリへの研究データの収
載等を進めることとしている。….また、2022年度に開始された
「ＡＩ等の活用を推進する研究データエコシステム構築事業」
において、引き続き各分野・機関の研究データをつなぐ全国的
な研究データ基盤の高度化や、研究機関・研究者に対する研究
データ基盤の利活用に向けた普及・広報活動を推進する。

（公的資金による研究データの管理・利活用の推進） 

また、本年５月に日本で開催されたG７広島サミット及びＧ７
仙台科学技術大臣会合を踏まえ、我が国の競争的研究費制度に
おける2025年度新規公募分からの学術論文等の即時オープンア
クセスの実現に向けた国の方針を策定する。

（学術論文等のオープンアクセス化の推進） 



統合イノベーション戦略2025【2025年6月】

◼AI関連施設等の整備及び共用の促進
• 競争力の強化に向けては、AI開発に不可欠な計算資源やデータセット等に幅広い開発

者がアクセスできることが重要であり、官民で計算資源の高度化・効率化、研究デー
タ基盤等の整備・共用を促進する。

◼研究DXを支えるインフラ整備や研究施設・設備の共用化の推進
• AI・データ駆動型研究による効率化・迅速化を推進するため、超高速・大容量のネッ

トワーク基盤（SINET）や全国的な研究データ基盤（NII Research Data Cloud）と
いった研究デジタルインフラの高度化等を進める。

◼公的資金による研究データの管理・利活用の推進
• 先行的な取組であるムーンショット型研究開発制度における先進的データマネジメン

トの実施状況を検証するとともに、SIP第3期におけるデータマネジメントの推進、公
的資金により得られた研究データへのメタデータ付与、大学等の研究開発機関におけ
るデータポリシー策定と機関リポジトリへの研究データ収載、G7等の国際連携等によ
り、研究データの管理・利活用を推進する。
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オープンサイエンス時代の
研究データ基盤構築に向けた国内の政策的経緯



https://www.chorusaccess.org/wp-content/uploads/JOSS2024_JST-CHORUS_Doi_ver-2.pdf



11https://www8.cao.go.jp/cstp/gaiyo/yusikisha/20241128/siryo4.pdf



◼研究DX・AI活用は急速に高度化し、「個別大学での情報基盤
整備」 という前提が崩れつつあるのではないか
• 人材確保・セキュリティ・運用負荷は、すでに自前主義では限界

◼研究データの管理・共有は“義務要件化”へ
• 機関リポジトリを有する全ての大学・大学共同利用機関法人・国立研

究開発法人において、2025年までにデータポリシーの策定率が100％
になる。

• 2025年度から新たに公募を行う競争的研究費制度による学術論文及び
研究データの即時オープンアクセスの義務化

• メタデータ付与、DMP、リポジトリ整備など新しい業務が急増

どう共同化・効率化し、研究競争力を確保するか。  自前主義
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なぜ今
”研究データエコシステム”がCIOのアジェンダなのか
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各ステークホルダーの責務

研究開発を行う機関

データポリシー策定

機関リポジトリ
へのデータ収載の促進

メタデータ付与の推進

人材・支援
体制の整備

データの安全な保存

セキュリティ・

コンプライアンス

資金配分機関

e-Radへの登録

研究者

管理対象データ決定

メタデータ付与

DMPの作成

・セキュリティ確保

研究データの適切な保存

（プロジェクト終了後も）

「公的資金による研究データの管理・利活用に関する基本的な考え方」より
https://www.mext.go.jp/content/20210608-mxt_jyohoka01-000015787_06.pdf

研究データ

管理
対象
データ

メタデータ

オープン・アンド・
クローズ戦略に基づく
研究データの公開・共有

・メタデータ項目の決定

・DMP項目の決定

研究データの管理方針

研究データの
管理・利活用
状況の、評価
体系への導入
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AI時代の研究基盤は
“データの品質と量”

が勝負を決める



15https://www.mext.go.jp/content/20251006-mxt_jyohoka01-000045188_04.pdf



16

AIの欲求階層理論（マズローの欲求段階説より）

https://medium.com/swlh/the-ai-hierarchy-of-needs-9b015d061f29

ピラミッドの下層にある条件が満たされて初めて、上層の条件に取り組むことができる

AI はデータがなければ始ま
らない（データ収集が重要）

AI を賢くするには、まずデータをきれいに
整えるという準備こそが重要な土台である

整ったデータを “シンプルな方法で確かめ” 、そ
の下地があって初めて、高度な AI の出番になる

データを集める仕組みも整い、分析の基礎も固まり、
AI を本格的に活用する準備がすべて整った状態

データを使う前には、 データを
“きちんと保管し整理して、すぐ
使えるようにする仕組み”が肝心
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https://www.mext.go.jp/content/20251118-mxt_chousei01-000045954-01.pdf



（４）時代に即した研究環境の構築
（４）―１ AI for Scienceによる科学研究の革新
③ AI for Scienceを支える次世代情報基盤の構築
（前略）我が国には、研究データの管理・利活用のための中核的なプ
ラットフォームの研究データ基盤（NII RDC）や、日本全国の大学・
研究機関等を超高速・低遅延でつなぎ、流通させるSINET、世界最高
水準のスーパーコンピュータ「富岳」が存在する。（中略）AI時代に
おいては、研究システムの自動・自律・遠隔化などにより、これまで
以上に大量のデータが創出されることが想定されるとともに、AIの高
度化に向けては、今まで以上に高品質な研究データの管理・利活用が
求められるところ、国際的なオープンサイエンスの潮流等も踏まえつ
つ、AI for Scienceを支える研究データの管理・利活用と流通の在り
方について検討を行い、AI時代に適した研究データ基盤NII RDCや
流通基盤SINETの高度化を推進する。
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科学の再興に向けて 提言

https://www.mext.go.jp/content/20251118-mxt_chousei01-000045954-02.pdf

2025年（令和7年）11月18日
「科学の再興」に関する有識者会議
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NII RDC：
全国共同で整備する

“共用研究データインフラ”



20

System of SystemsとしてのNII RDC

• 機関リポジトリ等に収載された研究論文（国内研究者論文
が中心）、研究データや図書等を検索するためのシステム

• 研究者や所属機関、研究プロジェクトの情報とも関連付け
た知識ベースを形成

• 研究者による発見のプロセスをサポート
• 現在、年間1億3千万回以上CiNiiを用いた検索が行われて

いる（10.7億ページビュー）（2024年）

長期保存対応ストレージ領域

データ公開基盤

メタデータ集約・管理
知識ベースの構築

成果論文 研究データ

機関向け研究データ管理公開・蓄積管理・保存

検索・利用

非公開 共有 公開
• クラウドを使った研究成果の公開サービス
• データ管理基盤（GakuNin RDM）との連携により、簡

便な操作で研究成果の公開が可能
• NIIは大学等に、JAIRO Cloudによる機関リポジトリ構

築環境を提供しており、現在808機関が利用、55機関
が公開準備中（2025年10月末現在）

• 大学等が活用することにより、研究論文や研究データ
の公開が促進されオープンアクセスを推進

• 研究遂行中の研究データなどを共同研究者間やラボ
内で共有・管理

• 研究を進めながら適切にデータを管理することで、
研究の促進や研究公正への対応を実現できる機能や、
段階的な公開への準備を整えるための機能を提供

• データ収集装置や解析用計算機とも連携
• 現在、200機関が利用（2025年10月末現在）

分野別
リポジトリ

海外の
研究データ
公開基盤DOI ORCIDデータ検索基盤

by

アクセスコントロール

実験データ
収集装置

解析用
計算機

データ管理基盤

(Research Data Management)

2004年8月 : 試行運用開始

2021年2月 : 運用開始 2012年4月 : 運用開始
解析機能 133機関
学認LMS 150機関
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NII Research Data Cloud 紹介ビデオ

http://youtu.be/
Ye6JM8TCzLc
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System of Systemsとしての本事業
ルール·ガイドライン整備チーム

• 人材育成を主とした研究データ管理体制の構築を推し
進める学内組織構築の事例形成

• 研究データ管理人材に求められる標準スキルに関する
検討

• 研究データ管理人材育成のためのカリキュラムの作成、
オンライン学習コースの整備

• 異なる分野間でのデータ活用やデータ連携に発展する
取り組みを精査

• 異なる分野間でのデータ活用やデータ連携に関する具
体的なユースケースを創出

• ユースケースをまとめたツールキットの作成とそれを
用いた広報活動

• 機関内サービス等とNII RDCの連携機能の整理と設計

• 計測機器等からの大量データを効果的に管理するため
の要件整理と機能開発

• 管理対象となるメタデータの設計と実証

• 関連する高度化機能との仕様調整と共同開発

• 研究データの活用に適した機械可読データの
統一的な記述ルールの設計

• 研究データの公開に必要な要項や作業フローの整備

• 研究データを適切に取扱うための指針のまとめ

• 学内整備のための事例形成

研究データ基盤高度化チーム

プラットフォーム連携チーム

融合·活用開拓チーム 人材育成チーム

NII RDCと分野PFの連携 データ管理公開の組織的役割

組
織

分
野

トップダウン

ボトムアップ

データ管理公開の組織的支援NII RDC利用のプラクティス



2024年度開始
• 中国四国地区（広島大学）
• 九州沖縄地区（九州大学）

2023年度開始
• 東海地区（名古屋大学）
• 北陸地区（金沢大学）

地域のネットワークが、NII RDCの全国展開・利活用を強化促進

全国規模の
地域コミュニ

ティ活動

“顔の見える関係”で、 ポリシー策定、セミナー開催、
調査実施、実践的な研究データ管理等を、互恵的に実施

Why?
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2025年度開始
• 北海道地区

（北海道大学）
• 東北地区

（東北大学）

全国展開につながるネットワーク／コミュニティを形成
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各地の地域コンソーシアム
https://www.nii.ac.jp/creded/start-up.html



25

研究データエコシステム構築事業シンポジウム

https://rdes.rcos.nii.ac.jp/
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NII Today（https://www.nii.ac.jp/today/）
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”研究データエコシステム”
利活用のメリット



◼自大学の負荷軽減
• データポリシー、DMP等の策定をテンプレート＋研修等で支援
•  RDM運用やOA義務化対応の標準化
•  情報基盤の共用化で人材不足を補完

◼研究者の負担軽減と研究力強化
• メタデータ付与・保存・公開の一部自動化
•  先行研究の再現性向上で研究が加速
•  データ公開→再利用→引用という“知識循環”が回り始める

◼大学のAI戦略の基盤
• 高品質データの蓄積は、AI研究や教育の競争力と直結
•  SINET・HPCI（富岳）等と連動した“研究デジタルインフラ”の活用
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”研究データエコシステム”利活用のメリット
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「研究データ基盤（NII RDC）活用の声」紹介ビデオ

https://youtu.be/
aTtXsM6Gh-Q
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CIOの皆さんに
考えていただきたい論点例



◼どこまで自前でやり、どこから共同利用に委ねるか
• 人的リソース・セキュリティ・運用負荷の観点

◼組織のどこをどう動かすか
• 研究支援部門、URA、図書館、情報部門の役割整理

◼AI時代に、大学は、どのデータを戦略資産と位置づけるか
• 教育データ、研究データ、産学連携・地域連携データ等

32

論点例

研究データエコシステムは「研究現場のための技術プロジェクト」
ではなく、“大学の持続的な競争力”を左右する経営アジェンダ！
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